
令和 4年度 第 8回 熊本県臨床検査技師会常務理事会 議事録 

 

日 時： 令和 4年 11 月 8 日（火）19：00 ～20：20 

ZOOM 出席：田中、福吉、逢坂、富田、田上、笹田、野中、山崎、山口、廣瀬 

欠席：小山 

＜報告事項＞ 

 1、会長報告： 日臨技関連 日臨技理事会（11/23）Web 参加予定、 

九州支部関連 監事会・役員会（11/4）参加、他                    

 2、各部報告 

   ・総務（野中）： タスクシフト基礎研修履修済 104 名、履修中 150 名、終了 114 名  

   ・広報（富田）： HP 更新、学会ポスター発注 

   ・組織（山口）： 名簿調査終了 

   ・渉法（廣瀬）： 特になし                                   

・事業（笹田）： 精度管理調査回答締切（10/12）解析中               

        標準化サーベイ機能停止（サーバー故障継続） 

・学術（小山）: 臨床検査講習会（12/4） 

        JAMT 一斉メールがキャリアメールに送信不可との連絡あり         

・生涯教育（山崎）： 特になし 

・経理（田上）: 特になし 

                             

 3、その他報告    

   ・第 3回熊臨技理事会：2022.10.27（WEB 開催）議事録作成済み 

・日臨技九州支部医学検査学会 11/5・6(久留米)、11/4 幹事会、役員会 

・熊臨技臨時総会：2022 年 11 月 20 日（日）11時～熊本保健科学大学 

・日臨技理事会：2022 年 11 月 23 日（川崎市）田中 Web 参加予定 

・検査と健康展：2022 年 11 月 26 日（土）イオンモール熊本 

・タスクシフト/シェア研修会：2022 年 11 月 27 日（日）熊本保健科学大学 

・第 72 回日本医学検査学会：2023 年 5月 20日（土）～21 日（日） 群馬県高崎市 Gメ 

 ッセ群馬・高崎芸術劇場 

  

＜協議事項＞   

1. 福臨技による精度管理試料作製について 

   現在、精度管理調査に使用している試料は福臨技が作成しているものを購入しているが、

2025 年を目途に作製本数の削減や窓口の一本化など変更を予定している旨の連絡があった。

代替として日臨技作製のものがあるが、費用がこれまでの約 3倍と高額であり、今後検討して

いくこととなった。 

2．令和 4年度都道府県技師会リーダー育成研修会について 

   標記について、日臨技より今年度中に実施するか否かの確認があった。協議の結果、今年度

の開催は見送り、次年度に開催することとした。 

3．総会役員選出（議長、書記、資格審査委員）について 

   11/20 に開催される臨時総会役員について協議した。熊保大から 2名、熊本赤十字病院より

2名、再春医療センターより 1名選出することとした。後日、以下の技師が選出された。議長 



亀山技師（熊保大）、書記 永田技師（熊保大）松村技師（熊本赤十字）、資格審査委員 氏原

技師（熊本赤十字）小村技師（再春医療）   

4．精度管理担当者選出について 

    笹田事業部長より、令和 4年度より精度管理調査システムを JAMTQC へ移行（来年 2月標準

化サーベイより開始）することに伴い、補佐的な役割を担う人材の確保が提案された。協議の

結果、学術部門長を通じて各部門長へ依頼し、選出してもらう。 

5．JAMT システムでのキャリアメールの扱いについて 

   部門長が配信した一斉メールがキャリアメールに届いていないとの報告があった。システ

ムを確認したがキャリアメールが原因での送信不可ではなく、個人のメール設定が原因では

ないかと考えられた。よって施設連絡責任者宛に各会員への連絡としてメールアドレスの登

録と確認をお願いする文書を準備することとなった。 

6．部門活動の効率化および行動費の見直しについて  

   学術部門長が現状調査を行う。 

7．その他 

 今後の連盟の動き（支部長、会費、配布物など）について連絡あり。 


